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技術開発とプラントエンジニアリング


い�からプラントビジネスに�わってきて
プラント�エンジニアリングとは�か
というこ

とを�えてきた���された���に
��の��で
�められた��を��するプラントを��

するために
エンジニア !に"められることは�か
エンジニアリングを#$する%&に"めら

れることは�か�

'(のあるメニューの)*
もっとも+,なことはプロジェクトマネージメント�-である�プ

ロジェクトの./は
とりわけプロジェクトマネジャーの !012や�-によるところが3きい�

45に67のプラントの��や89の'(があるのだから
:;の<=から
>�されるリスクに

?@するABにCするDEは%&�にFGされており
H�なプロジェクトマネジャーであれば


これらをIJ�KしたLでMN�のOPをおこなうので
プラント��はスムーズにQむ�たとえ

RSの�T0UVがありWXにYZしても
FGされたDEにより[�\�な)*がRい�

しかしながら�T]�をともなう^しいメニューの)*P_は3きく`なる�]�の4aで
bc

な'de=やパイロット�プラントの���fgをhして
i9プラントjkにおいて�>される

�T0lmに?する?nはoしてきてはいるものの
'pのプロジェクトにおいてはqめて<=す

るXmがRく
[�には3きなrWとs-を,する�このときもっとも+,なことは
�T]�と

'o�tとのuのv�である�とくにプロジェクトのq�のデザインレビューは��0なwxをy

つ�]�4aでzdできたことは�か
�t4aでzdすべき{されたlmは�か
すなわち
エ

ンジニアリング|]のなかで}~0な��をイメージして
���efg�89に�るまでの��

でさらなるzdを�えることが+,である�

そのとき
エンジニアに,"されることは
��い_	あるいはD�である�プロセスそのもの

について
プラントを�.する cの��について
コスト_	
さらにはそのプラントから��

される��にCするDE�c
��なD�をアイディアやD�にまで�めることが+,である�プ

ロジェクトの.�は
これらを}�した�T]�と'o�tのv�によるといっても4�ではない

と�うのである�このような��から��は�*��ソリューション�9としてお��にご��し

て�ける^i�
^�Tの]�にG 0に¡%み�¢に£¤してまいりますので
¥¦とも§�の

ご¨©�ごª«をお¬い­します�
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